
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

 

 み 言  

 

●子女は、父母の愛の実現体であり、投入体

です。 父母の生命の延長体です。 また父母

の理想の具現体です。 子女を生んで愛した

ことのある人たちは分かるでしょう。それ

で、愛する息子に対して、「これは、私の愛の

実体であり、生命の延長体であり、理想の具

現体だ。 第二の私だ」 と言うのです。 子女

は、愛と生命と理想的基盤から生まれるの

で、父母はその子女を見れば見るほど愛らし

く、見れば見るほど生命が躍動し、見れば見

るほど理想的相対として登場するのです。 

（天一国経典「天聖經」P308） 

 

●神はイスラエル民族の各部族から族長一

人ずつを集めて、十二名をカナンの地に送

り（民数一三・２）、四十日間にわたって偵察を

させられた（民数一三・25）。 しかし、偵察から

戻ってきた十二名のうち、ヨシュアとカレブ

とを除いては全員が不信仰な報告をしたの

である。 ・・・・・・ 

 ヨシュアとカレブとは、カナンの地の民た

ちは、彼らを守る者が既に取り除かれている

ので、イスラエルの食いものにすぎない。 
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その反面、我々には、エホバが保護者とし

てついておられるのだから、恐れることなく

彼らを攻撃することによって、神に背かない

ようにしなければならないと叫んだのであ

る（民数一四・９）。               

（原理講論） 

 

●このときにエホバが現れて、 「この民は

いつまでわたしを侮るのか。 わたしがもろ

もろのしるしを彼らのうちに行ったのに、彼

らはいつまでわたしを信じないのか」 （民数

一四・11） 「あなたがたの子供は、わたしが導

いて、はいるであろう。 彼らはあなたがた

が、いやしめた地を知るようになるであろ

う。 しかしあなたがたは死体となってこの

荒野に倒れるであろう。・・・・・・ あなたがた

は、かの地を探った四十日の日数にしたが

い、その一日を一年として、四十年のあい

だ、自分の罪を負い、わたしがあなたがた

を遠ざかったことを知るであろう」 （民数

一四・31～34） と言われたのである。 

（原理講論） 

 

 

 

 


